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請願の趣旨 

子どもたちが外で集団で遊ぶことは、子どもの心と体の発達に非常に重要な役割を果た

してきました。しかし今、子どもを取り巻く環境は大きく変化し、昔のようには遊べなく

なっています。その結果、子どもの運動能力が低下しケガをしやすくなるなど、様々な問

題が起こっています。 

そうした状況を踏まえ、平成１９年度から全国で放課後子ども教室事業が始まりました。

宝塚市でも、地域や保護者の皆様に委託して、多くの小学校において放課後子ども教室が

開設され、子どもたちが放課後に自由にいきいきと遊べるようになりました。昨年度は、

市内の１８校区で合計７２６回遊び場が開催され、延べ参加者数は４１，０５２人でした。

昨年度、７小学校で実施したアンケート調査の結果、回答されたほとんどの保護者が放課

後子ども教室の存続と今以上の回数が開催されることを望んでいることが分かりました。

この事業は保護者からも必要とされています。 

宝塚市の放課後子ども教室は他市から注目されています。西宮市は宝塚市をお手本にし

て３１校で遊び場を開設しました。そのうちの２９校では毎日開催されています。神戸市

は小学校を活用した放課後の遊び場づくりを検討されており、今年６月に視察に来られま

した。７月には北海道からも視察に来られています。 

しかし、宝塚市の放課後子ども教室開設校区は以前の２１校区から１８校区に減ってい

ます。子どもの遊び場づくりには遊び場の安全管理やケガ事故対応等の知識が必要であり、

その責任の重さと事務仕事の多さがボランティアには負担となり、スタッフが増えず開催

回数を増やせない校区が多くあります。事業が始まってから１７年経ち、スタッフの高齢

化も進んでおり、今後、開催を続けられなくなる教室が更に出てくる可能性があります。



そのような課題を抱えた実行委員会が開催を続け活動を推進していくには、実行委員を適

切にサポートする体制が必要です。また、国と県からの補助金が減ると、これまでどおり

の開催が続けられるかも不安です。子どもたちのために、たとえ補助金が減っても事業を

継続し推進していける仕組みが必要です。 

ＮＰＯ法人放課後遊ぼう会は、遊び場づくりに必要な専門的スキルを持った市内で唯一

のＮＰＯ法人です。現在、７小学校区の実行委員会と協力して放課後子ども教室を開催し、

７校以外の学校に専門スタッフを派遣するなど、市の協働のパートナーとして１５年間、

市内全体の放課後子ども教室の質向上に貢献して参りました。しかし、人件費が年々上が

る中、このままでは数年後に資金が尽きて活動できなくなります。ＮＰＯ法人放課後遊ぼ

う会が活動できなくなれば、多くの子どもたちの遊び場が失われるだけではなく、今後、

サポートが必要な校区の実行委員をサポートすることも、市内全体の放課後子ども教室の

質向上への貢献もできなくなります。 

つきましては、放課後子ども教室が将来も継続し活動を推進できるよう、次のとおり求

めます。 

請願の項目 

１ これから宝塚市で育っていく多くの子どもたちのために、子どもの成長に必要な自由

遊びのできる放課後子ども教室を、将来も維持し推進していくべき市の事業として位置

付けてください。 

２ そのために必要な方策をＮＰＯ法人放課後遊ぼう会を含む市民と共に立て、その方策

を実現できるよう予算措置も含めて検討してください。 


